
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ２～３ 自治公民館対抗 グラウンド・ゴルフ大会！！ 
区への加入で支え合いの地域へ 
国際交流 

Ｐ４～５ 新しい地域コミュニティ組織制度事業 ４地区の動き 

Ｐ６   市民活動支援センターを利用しませんか 

Ｐ７   日向市ひまわり基金事業 市民活動助成事業 

 

2021.２月号 
Ｖｏｌ．39 

目次 

デイヴィッヅクリスマス（主催：日向市国際交流まちづくり推進協議会）でのクラフトづくり体験 

※詳細はＰ３をご覧ください。 



 

11
月
18
日
（
水
）、
日
向
岬
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
、

日
向
市
区
長
公
民
館
長
連
合
会
主
催
の
「
第
23
回
自

治
公
民
館
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
6
地
区
か
ら
15
チ
ー
ム
の
約
90
名
が
選

手
と
し
て
参
加
し
、
団
体
戦
、
個
人
戦
で
上
位
入
賞

を
競
い
ま
し
た
。 

 

優
勝
し
た
亀
崎
中
区
公
民
館
は
、
昨
年
度
も
優
勝

し
て
お
り
、
粘
り
強
い
プ
レ
ー
を
続
け
、
見
事
2
連

覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
２
位
以
下
は
接
戦
と
な
り

ま
し
た
が
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
数
の
差
で
幡
浦
区
公

民
館
が
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。 

ど
の
チ
ー
ム
も
和
気
あ
い
あ
い
と
ラ
ウ
ン
ド
し
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

 

団 体 の 部 

優 勝 亀 崎 中 区 （ 194 打）

準 優 勝 幡 浦 区 （ 200 打）

第 ３ 位 庄 手 区 （ 200 打）

第 ４ 位 迎 洋 園 Ａ 区 （ 202 打）

第 ５ 位 南 町 区 （ 202 打）

個 人 の 部 （ 敬 称 略 ）

優 勝 一 政 　利 光 ／ 南 町  区 （ 30 打）

準 優 勝 黒 木 　利 春 ／ 秋 山  区 （ 34 打）

第 ３ 位 川 口　 武 克 ／ 庄 手  区 （ 36 打）

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

２ 

自治公民館対抗 

グラウンド・ゴルフ大会!！ 

【
区
へ
の
加
入
で
支
え
合
い
の
地
域
へ
】 

区
は
、
同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
お
互
い
を

助
け
合
う
組
織
の
こ
と
で
、
地
域
で
の
ふ
れ

あ
い
の
輪
を
広
げ
、
共
助
の
担
い
手
と
し
て

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

自
分
や
家
族
が
困
難
な
状
況
に
陥
っ
た

と
き
に
、
頼
り
に
な
る
の
は
近
所
の
人
た
ち

で
す
。
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
、
住
民
同
士
で
協
力
す
る
こ
と
が
、

あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
家
族
の
安
全
安
心
な

暮
ら
し
に
つ
な
が
り
ま
す
。
地
域
で
実
施
さ

れ
る
避
難
訓
練
や
防
災
の
イ
ベ
ン
ト
、
あ
る

い
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
地
域
住
民

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
大
変
重
要
で
す
。
自
分
は
大
丈
夫
と
思
っ

て
い
て
も
、
災
害
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
た

ら
、
あ
な
た
が
助
け
ら
れ
る
側
に
な
り
ま

す
。
地
域
を
愛
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
支
え

合
う
こ
と
の
で
き
る
関
係
を
つ
く
る
た
め
、

区
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。 

加
入
へ
の
ご
相
談
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
課
へ
。（
電
話
：
６
６
・
１
０
０
５
） 



 

 

 

 

 

 

 

 

                         

   

                                   

 

３ 

  

日向市国際交流まちづくり推進協議会が主催する「デイヴィッヅ

クリスマス」が、12月 12 日（土）に南日向公民館で開催されまし

た。新型コロナウイルスの影響もあり、規模縮小で行われましたが、

当日は、親子連れ 15名が参加し、イベントを通して交流の輪を広

げていました。 

イベントでは、昨年も好評であったトナカイのクラフトに加え、

スノーマンやスノーフレークのクリスマスの飾り作り体験を行っ

たり、「クリスマスのまえのばん」というアメリカの子どもたちな

ら誰もが知っている絵本の読み聞かせを国際交流員のデイヴィッ

ドが行いました。また、会場にはクリスマスツリーも用意され、子

どもたちは思い思いに作成したクラフトを持って嬉しそうに写真

を撮っていました。来年も参加したいと思ってもらえるイベントに

なりました！★ 

英会話教室について 

・10月～2月に全 10回 

・3クラス編成 

 →初級昼、初級夜、上級 

・興味のある方は 

 広報ひゅうがを 

Check！ 

本市国際交流員のデイヴィッドが講師として、アメ

リカの文化や英語に触れる『英会話教室』を今年度は

10 月から実施しています。初級（昼・夜）、上級の 3

クラスに、総勢 36名の方が参加され、デイヴィッドと

のコミュニケーションを通して、文化の違いや単語の

成り立ちなどを楽しみながら学んでいます。 

 来年度も、新型コロナウイルスの状況も見極めなが

ら開催する予定としておりますので、興味のある方や

英語を勉強するきっかけが欲しい方は、ぜひご応募く

ださい！募集の時期等は広報ひゅうがや市のホームペ

ージでお知らせします。 

  ◎ 全体の様子 

 

一言英語① 

ナマコは英語で Sea cucumber！ 

海のきゅうりみたいでしょ？ 

一言英語② 

Hipはどんな意味だと思う？ 

実は“股関節”なんですよ！ 

  ◎ 講師の David 
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◆
細
島
地
区
の
取
り
組
み 

【
黒
田
の
家
臣
ト
イ
レ
・
桜
ヶ
丘
公
園
の

清
掃
活
動
】 

コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
活
動
に
制
限
が
か

か
る
中
、
来
訪
者
に
気
持
ち
よ
く
細
島
を
訪

れ
て
い
た
だ
く
た
め
の
、
お
も
て
な
し
の
基

本
と
し
て
、
発
足
以
来
継
続
し
て
い
る
清
掃

活
動
を
例
年
以
上
に
気
持
ち
を
込
め
て
実

施
し
ま
し
た
。 

黒
田
の
家
臣
ト
イ
レ
清
掃
に
つ
い
て
は

毎
月
、
桜
ヶ
丘
公
園
清
掃
に
つ
い
て
は
年
２

回
実
施
し
ま
し
た
。 

桜
ヶ
丘
公
園
清
掃
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
員
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
方
々

の
協
力
も
い
た
だ
き
、
地
域
を
挙
げ
て
の
活

動
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

               
 
 

【第
九
回
細
島
芸
術
祭
】 

毎
年
、
秋
季
例
大
祭
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ

る
細
島
芸
術
祭
は
11
月
９
日
（
土
）・
10
日

（
日
）
に
細
島
小
学
校
の
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
約
300
点
の
出
展
が
あ

り
、
２
日
間
で
約
400
名
以
上
の
方
が
来
場

さ
れ
ま
し
た
。
「
エ
コ
バ
ッ
ク
作
り
」
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
夢
中
で
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 

 

まちづくり協議会・４地区の動き 

◆
平
岩
地
区
の
取
り
組
み 

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
、
例
年
の
よ
う
な
協
議
会

活
動
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
感
染
防
止

対
策
を
行
っ
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

【夏
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
】 

 

生
活
環
境
・
地
域
安
全
委
員
会
で
は
、

７
月
19
日
（
日
）、
平
岩
地
区
の
海
岸
線

を
中
心
と
し
た
清
掃
活
動
と
し
て
、
「
夏

の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

活
動
に
は
、
平
岩
各
地
区
住
民
や
サ
ー

フ
ァ
ー
な
ど
365
名
が
参
加
し
、
海
岸
に
落

ち
て
い
る
ゴ
ミ
や
流
木
な
ど
を
拾
い
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り

ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
平
岩
の
海
岸
を
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

     

 

【た
こ
づ
く
り
教
室
】 

 

教
育
・
文
化
委
員
会
で
は
、
12
月
17
日

（
木
）
、
た
こ
づ
く
り
教
室
を
実
施
し
ま

し
た
。 

【魚
（い
よ
）っ
子
ク
ラ
ブ
児
童
に
よ
る
和

太
鼓
披
露
】 

10
月
４
日
（
土
）
細
島
小
学
校
の
放
課

後
子
ど
も
教
室
「
魚
（
い
よ
）
っ
子
ク
ラ
ブ
」

の
児
童
20
名
が
、
ほ
そ
し
ま
み
な
と
オ
ア

シ
ス
内
の
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
前
（
通
称
：
し

ぶ
き
通
り
）
に
お
い
て
和
太
鼓
演
奏
を
披
露

し
、
久
し
ぶ
り
に
細
島
地
区
内
に
歓
声
が
響

き
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【細
島
小
学
校
児
童
の
見
守
り
活
動
】 

地
域
内
の
青
少
年
育
成
・
防
犯
活
動
の
一

環
と
し
て
、
細
島
小
学
校
児
童
の
登
下
校
時

の
見
守
り
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
通
学
路
で
の
車
の
速
度

違
反
抑
制
の
た
め
、
自
作
の
パ
ネ
ル
に
よ
る

啓
発
活
動
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。

し
た
。 

 
 

こ
の
教
室
は
、
同
委
員
会
で
例
年
１
月

に
開
催
し
て
い
る
「
新
春
た
こ
あ
げ
大
会
」

に
向
け
、
平
岩
小
中
学
校
小
学
部
１
・
２

年
生
約
40
名
を
対
象
に
、
た
こ
の
作
り
方

を
学
ん
で
も
ら
う
も
の
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
今
年
度
の

た
こ
あ
げ
大
会
の
実
施
の
可
否
に
つ
い
て

は
未
定
の
う
ち
で
し
た
が
、
委
員
会
と
し

て
は
、「
自
分
で
作
っ
た
た
こ
を
あ
げ
、
子

ど
も
た
ち
に
少
し
で
も
外
遊
び
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
、
気
分
を
晴
ら
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
こ
の
教
室
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

教
室
で
は
、
地

域
の
大
人
の
協
力

の
も
と
、
１
年
生

は
「
ぐ
に
ゃ
ぐ
に

ゃ
だ
こ
」（
ビ
ニ
ー

ル
だ
こ
）、
２
年
生

は
「
土
佐
だ
こ
」

を

作

製

し

ま

し

た
。
難
し
い
作
業

も

あ

り

ま

し

た

が
、
大
人
の
サ
ポ

ー
ト
を
受
け
な
が 

 
 
 
 

ら
、
子
ど
も
た
ち
は
一
生
懸
命
、
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

完
成
後
は
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
た
こ

を
実
際
に
外
で
あ
げ
、
子
ど
も
た
ち
は
と

て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

４ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆
塩
見
地
区
の
取
り
組
み 

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
も
あ
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。 

【子
ど
も
教
室
の
七
夕
ま
つ
り
】 

 

し
お
み
っ
子
放
課
後
子
ど
も
教
室
で

は
、
七
夕
に
飾
り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
が
な
る
べ
く
密
に
な
ら
な

い
よ
う
笹
竹
を
２
本 

用
意
し
、
そ
れ
ぞ
れ 

が
思
い
思
い
の
夢
な 

ど
を
短
冊
に
書
い
て 

括
り
付
け
て
お
り
、 

子
ど
も
た
ち
も
笑
顔 

で
取
り
組
ん
で
い
ま 

し
た
。 

【ひ
ょ
っ
と
こ
面
作
り
に
挑
戦
】 

 

ひ
ょ
っ
と
こ
夏
祭
り
が
中
止
と
な
り
、

子
ど
も
教
室
で
は
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
の

練
習
の
代
わ
り
に
、
お
面
作
り
を
行
い
ま

し
た
。
出
来
上
が
っ
た
お
面
は
、
来
年
の

ひ
ょ
っ
と
こ
夏
祭
り
で
使
用
す
る
予
定
で

す
。 

     

 

新しい地域コミュニティ組織制度事業 

 

５ 

【フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
モ
チ
米
贈
呈
】 

 

塩
見
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
も
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
、
塩
見
実
習
田
で
の
モ
チ
米
栽

培
は
、
今
年
は
百
キ
ロ
の
収
穫
量
で
し
た
。

こ
の
う
ち
、
３０
キ
ロ
を
使
っ
て
、
塩
見
小

５
年
生
が
餅
つ
き
体
験
を
行
い
、
残
り
は

N

P

O
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
日
向
に
贈

呈
い
た
し
ま
し
た
。 

      
【ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
葉
を
収
穫
】 

 

塩
見
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
自
主

財
源
の
確
保
を
目
的
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
葉

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
台
風

第
１０
号
に
よ
る
影
響
で
、
塩
害
に
よ
り
葉

先
が
黒
く
な
り
、
先
端
か
ら
２０
セ
ン
チ
ぐ

ら
い
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
収
穫
量
は
、

例
年
の
約
半
分
の
約
２
ｔ
で
し
た
。 

【「４
０
３
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
き
ま
し
た
】 

郷
土
愛
の
育
成
と
情
報
発
信
を
兼
ね
て

「
４
０
３(

し
お
み)

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
２

０
２
１
年
も
作
製
し
ま
し
た
。 

塩
見
の
魅
力
が
満
載
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に

な
っ
て
お
り
、
一
部
500
円
で
販
売
し
て
い

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

◆
東
郷
地
区
の
取
り
組
み 

【「
や
ま
げ
ほ
い
く
え
ん
」
の
園
児
と
芋

ほ
り
】 

 

地
域
も
り
あ
げ
部
会
で
は
、
10
月
27
日

（
火
）
に
「
や
ま
げ
ほ
い
く
え
ん
」
の
園

児
27
名
を
お
招
き
し 

て
、
さ
つ
ま
芋
の
収 

穫
体
験
を
行
い
ま
し 

た
。 

「
や
ま
げ
ほ
い
く
え 

ん
」
で
は
、
収
穫
し 

た
芋
を
焼
き
い
も
に 

し
て
食
べ
る
と
の
こ 

と
で
す
。 

ま
た
、
後
日
、
残
り
の
芋
を
収
穫
し
て

高
齢
者
福
祉
施
設
（
老
人
ホ
ー
ム
）
へ
寄

贈
し
ま
し
た
。 

【あ
い
さ
つ
運
動
標
語
】 

 

青
少
年
育
成
部
会
で
は
、
東
郷
学
園
と

坪
谷
小
学
校
の
児
童
生
徒
か
ら
応
募
い

た
だ
い
た
作
品
の
中 

か
ら
、
６
つ
の
標
語 

を
選
定
し
ま
し
た
。 

1
月
６
日
（
水
） 

と
７
日
（
木
）
に
各 

学
校
に
て
表
彰
式
を 

行
い
、
入
選
し
た
児
童
生
徒
に
ミ
ニ
の
ぼ

り
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
選
定
さ
れ
た
標
語

に
つ
い
て
は
、
の
ぼ
り
旗
を
作
成
し
、
道

路
沿
い
に
立
て
て
い
ま
す
。 

 

【各
区
と
ま
ち
協
と
の
話
し
合
い
】 

過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
ま
ち
協
活
動

に
つ
い
て
よ
く
知
ら
な
い
方
が
多
い
こ

と
や
、
そ
の
活
動
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
各
地
区
（
10

区
）
と
の
話
し 

合
い
を
行
い
ま 

し
た
。 

ま
ち
協
に
関 

す
る
基
本
的
な 

こ
と
や
活
動
の 

報
告
を
行
っ
た 

後
、
今
後
の
ま 

ち
協
に
望
む
こ
と
な
ど
の
意
見
交
換
を

行
い
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 今

回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今
後
の

活
動
方
針
の
参
考
と
し
て
い
き
ま
す
。 

【薬
草
の
里
づ
く
り
】 

 

薬
草
の
里
づ
く
り
作
業
班
で
、
11
月
10

日
（
火
）
に
ホ
ー
リ
ー
バ
ジ
ル
の
収
穫
を
行

い
ま
し
た
。 

青
空
の
下
、
わ
き
あ 

い
あ
い
と
手
作
業
で
行 

い
、
約
84
㎏
の
収
量
と 

な
り
ま
し
た
。 

お
茶
用
と
し
て
関
東 

の
ハ
ー
ブ
専
門
店
に
出 

荷
予
定
で
す
。 
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「日向市市民活動支援センター」は、地域づくり活動やまちづくり活動、ボランティア活動など、

公益的な活動を行う市民の皆さんを支援するための施設です。実際に現在活動している団体や個人

の方はもちろん、そのような活動に興味のある方や、これから活動を始めようと思っている方など

も、広くご利用いただけます。（※） 

本センターの使用料は無料であり、会議室や備品の貸し出し等を行っているほか、市民活動団体

としての登録もできます。どうぞお気軽にご利用ください。 

 

日向市市民活動支援センター 検索 

◆市民活動支援センターとは？ 

 

 

市民活動支援センターを利用しませんか 

※宗教活動、政治活動、営利目的等、施設の設置目的にそぐわない利用はできませんので、ご了承ください。 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、閉館中の場合がございます。詳細は下記までお問い合わせください。 

 ◆ご利用について 

 

 

○所 在 地  日向市中町１番 31 号 日向市文化交流センター小ホール棟２階 

○開館時間  午前９時から午後 10 時まで 

※ただし、利用者がいない場合は、平日：午前９時から午後９時まで、土日祝日： 

午前９時から午後５時まで。 

○休 館 日  毎週水曜日、年末年始（12月 28日から翌年１月４日までの日） 

○問合せ先  日向市男女共同参画社会づくり推進ルーム「さんぴあ」 

【TEL】0982‐50‐0300 【FAX】0982‐50‐0301 

【E-mail】sunpia_k@yahoo.co.jp 

～交流サロン～ ～会議スペース～ ～情報交流コーナー～ 

団体間の情報交換、簡単

な作業および交流の場所

としてご利用いただけま

す。 

打ち合わせなど、小さな

会議の場所としてご利用

いただけます。 

掲示板の活用やパンフレ

ットの設置によって、イ

ベント等の案内にご利用

いただけます。 

その他詳細については、ホームページをご覧ください。 

～その他～ 

○印刷機・・・原版は 100円（１枚）、印刷は 100円（500枚ごと）で利用

できます。ただし、用紙は持ち込みとなります。 

○備 品・・・施設内の会議等で、以下の備品を利用できます。 

※貸出備品 

 プロジェクター、スクリーン、ワイヤレスマイク、アンプ 

◆施設の概要 

 

 



 ２月号 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

発行／令和３年２月 
日向市 総合政策部 地域コミュニティ課 〒883-8555 日向市本町１０番５号 
   ＴＥＬ：0982-66-1005  ＦＡＸ：0982-54-8747 協働のまちづくりニュース 

検  索 

 

 助成額 

助成率 

最大   万円 

対象 
経費の 

15 

以内 

3 
4 / 

日向市ひまわり基金事業 

市民活動助成事業 

公益的な市民活動に取り組む団体の活動を促進するため、市民活動団

体が市内で行う「まちづくり」「人づくり」「ものづくり」「学習会」等に対して、経

費の一部を助成します。 

※今後の新型コロナウイルス感染

症の状況によっては、受付を停

止する場合や、申請受付後に事

業の中止・延期を要請する場合

もありますので、あらかじめご了

承ください。 

  

  

※詳細については、下記にお問い合わせいただくか、市のホーム

ページをご覧ください。 

 日向市ひまわり基金事業推進協議会  

（事務局：日向市総合政策部地域コミュニティ課） 

 TEL：0982-66-1005 / FAX：0982-54-8747 

  

  

  

  

  

  


